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一
　
貸
倒
準
備
金
の
必
要
性

　
企
業
は
よ
り
よ
き
経
済
価
値
循
環
（
Ｇ
ｌ
Ｗ
－
・
Ｗ
Ｉ
ぴ
）
活

動
を
継
続
し
、
よ
り
多
く
の
利
潤
を
追
求
し
て
い
る
、
そ
し
て

企
業
は
つ
ね
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
、
企
業
活
動
が
急
速
度

的
に
活
灘
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
愈
六
信
用
取
引
の

度
を
加
え
、
営
業
上
の
償
権
と
な
り
受
取
助
定
と
た
っ
て
発
生

す
る
、

　
企
業
会
計
峯
善
嚢
。
。
＞
ｏ
８
崖
ま
奏
に
お
い
て
も
、
税
務
会

計
一
一
責
＞
ｏ
８
冒
葦
吹
お
い
て
も
そ
の
成
果
の
把
握
は
期
間
的

損
益
計
算
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
期
間
損
益
計
算
は
通

常
の
企
業
に
あ
り
て
は
、
い
わ
ゆ
る
財
貨
ま
た
は
用
役
の
販
売

の
時
点
を
以
て
そ
、
の
収
益
発
生
の
一
時
点
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、

す
な
わ
ち
現
金
売
以
外
の
場
合
に
あ
り
て
は
、
掛
売
た
る
と
手

彩
売
で
あ
る
を
間
わ
ず
、
売
価
に
よ
る
と
こ
ろ
の
売
上
も
し
く

は
債
権
の
発
生
（
記
録
）
を
生
じ
る
の
で
あ
る
、
し
か
し
こ
こ

に
お
い
て
発
生
さ
れ
た
る
債
権
高
も
し
く
は
売
上
高
は
単
に
一

応
正
確
な
も
の
と
し
て
発
生
さ
れ
た
る
金
額
で
あ
っ
て
、
こ
の

金
額
が
絶
対
的
に
同
収
化
さ
れ
る
も
の
と
は
隈
ら
な
い
、
営
業

上
発
生
す
る
債
権
の
主
な
る
も
の
は
、
売
掛
金
（
帳
簿
債
権
）
、

受
取
手
彩
（
手
彩
債
権
）
、
貸
付
金
（
証
書
債
権
）
等
で
あ
る



が
、
そ
の
中
に
は
回
収
不
良
－
）
９
享
～
Ｈ
Ｆ
）
ｃ
一
・
研
や
、
或
は
回

収
の
全
然
不
可
能
≠
己
－
）
¢
一
ま
を
惹
起
す
る
こ
と
が
あ
り
得

る
、
築
言
す
れ
ば
如
何
な
る
企
業
に
あ
り
て
も
、
信
用
取
引
を

行
う
以
上
あ
る
程
度
の
貸
倒
や
不
良
貸
付
は
完
全
に
防
止
し
、

避
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
殊
に
最
近
の
経
済
界
の
実
借

を
熟
視
す
る
な
ら
ば
こ
れ
に
対
し
て
、
税
務
会
計
上
の
範
囲
内

に
於
て
最
善
の
処
理
を
な
し
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、

　
か
く
し
て
貸
倒
準
備
金
（
企
業
会
計
原
則
は
貸
倒
引
当
金
と

い
う
）
の
必
要
性
は
企
業
の
財
政
六
策
上
か
ら
も
、
そ
の
健
全

化
か
ら
も
要
求
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
更
に
わ
が

国
の
税
務
会
計
が
発
生
主
義
＞
ｓ
・
；
＝
ｗ
婁
オ
を
採
用
し
て
い

る
の
、
て
、
こ
の
発
生
主
義
に
基
く
期
間
別
損
益
計
算
の
見
地
か

ら
、
こ
れ
が
会
計
処
理
を
放
任
す
る
と
き
は
、
そ
の
企
業
の
芥

期
間
別
の
成
果
計
算
は
甚
だ
し
く
正
確
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、

ま
た
そ
の
保
有
債
権
の
評
価
に
お
い
て
も
矛
盾
を
招
来
し
、
し

た
が
っ
て
終
局
に
は
企
業
財
政
の
堅
実
性
や
課
税
の
適
応
化
も

確
保
し
え
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
、

税
務
会
計
に
拍
け
る
貸
倒
準
備
金
の
繰
入
処
理
（
高
尾
）

二
　
貸
倒
準
傭
金
の
対
象
基
礎

　
税
務
会
計
上
に
お
け
る
貸
倒
準
備
金
対
象
の
基
礎
と
な
る
べ

き
損
金
認
容
範
囲
は
、
事
業
年
度
未
現
在
の
受
得
勘
定
（
こ
○

場
合
の
受
取
勘
定
は
売
掛
金
及
び
受
取
手
彩
を
含
む
・
以
下
同

じ
）
の
残
高
を
基
礎
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
し
た

が
っ
て
こ
の
貸
倒
準
備
金
設
定
の
対
象
と
な
る
受
取
勘
定
の
内

容
と
範
囲
を
先
づ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

　
税
法
は
「
各
事
業
年
度
に
お
い
て
そ
の
有
す
る
売
掛
金
、
前

貸
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
債
権
（
税
務
上
は
単
に
「
貸
金
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

と
い
う
、
以
下
同
じ
）
の
、
貸
倒
に
因
る
損
失
の
補
て
ん
に
充

て
る
た
め
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
貸
金
の
帳
簿

価
格
の
会
計
額
を
基
礎
に
計
算
を
す
る
」
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
、
し
か
し
て
こ
こ
に
「
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
債
権
」
と

は
「
未
収
加
工
料
、
未
収
請
負
金
等
、
通
常
に
売
掛
金
と
称
し

な
い
も
の
を
い
う
」
と
解
せ
し
れ
て
い
る
、
な
お
実
務
上
に
あ

り
て
は
貸
金
の
範
囲
判
断
に
疑
義
の
点
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う

が
、
次
の
如
き
項
目
に
つ
い
て
は
「
貸
金
」
に
該
当
し
な
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
二
四
三
）

■



∴
、
、
泰
ヨ
，
、
弓
一
、
、
々
素
、
、
。
ヰ
ペ
暑
彰
、
一
メ
、
、
讐
一
”
∴
メ
、
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
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の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
四
　
「
立
替
金
、
仮
払
金
等
の
名
称
を
附
し
て
処
理
し
て
い
る

　
　
も
の
の
う
ち
、
前
払
の
給
料
、
旅
費
交
際
費
等
の
如
き
一
時

　
　
的
の
性
質
を
有
す
る
も
の
」
。

　
　
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
税
務
上
に
あ
り
て
は
勘
定
科
目
等
の
名

　
称
に
は
何
ら
全
然
関
係
な
く
、
実
質
的
な
内
容
に
よ
り
区
別
さ

　
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
実
質
主
義
の
原
則
」
の
適
用

　
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

　
四
　
「
受
取
手
形
を
割
引
し
た
場
合
の
そ
の
割
引
さ
れ
た
受
取

　
　
手
彩
の
金
額
」

　
　
右
の
０
Ｄ
、
の
は
こ
こ
で
い
う
貸
倒
準
備
金
の
対
象
に
は
な
ら

　
な
い
の
で
あ
り
、
な
お
且
つ
、
事
業
年
度
に
於
て
欠
損
の
た
め

　
所
得
金
額
が
な
い
と
き
は
認
容
さ
れ
た
い
の
で
あ
る
、

　
　
以
上
の
如
く
、
税
法
が
認
容
し
て
い
る
貸
倒
準
備
金
の
対
象

　
基
礎
は
極
め
て
広
範
開
に
わ
た
っ
て
い
る
、
斯
る
が
故
に
、
た

　
と
え
ば
同
族
会
社
に
お
い
て
、
ユ
、
の
会
杜
が
杜
長
に
対
し
て
貸

金
を
有
し
て
い
る
場
合
に
あ
り
て
も
、
貸
付
Ｏ
事
実
が
真
実
明

　
確
で
あ
れ
ば
、
ン
、
○
貸
付
金
に
つ
い
て
も
貸
倒
準
備
金
を
設
定

，
　
、
劣
，
一
、
ｖ
一
奮
予
、
一
筆
∴
、
、
壬
、
色
、
　
…
、
　
、
．
，
！
・
、
・
、
一
、
、
、
、
ヰ
、
ぷ
ヘ
バ
吐
、
一
、
岳
，
，
、
、
、
、
　
　
貞
　
、
ユ
、
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
二
四
四
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
従
業

員
に
対
す
る
貸
付
金
に
於
て
も
同
様
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
貸
倒
準
備
金
の
認
容
基
準

　
貸
倒
準
備
金
勘
定
の
必
要
及
び
そ
の
設
定
の
目
的
は
最
初
に

述
べ
た
如
く
、
受
取
勘
定
の
貸
倒
に
よ
る
損
失
の
補
て
に
に
充

て
る
こ
と
に
あ
る
た
め
で
、
こ
れ
ら
の
債
権
に
つ
い
て
貸
倒
を

生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
損
失
額
に
達
す
る
ま
で
こ
の
貸
倒
準

備
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の

「
貸
倒
」
と
は
一
体
ど
ん
な
要
件
事
実
を
み
た
し
て
い
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

　
税
法
は
こ
の
貸
倒
の
事
実
に
つ
い
て
厳
格
に
解
釈
し
て
い
る
。

そ
れ
は
そ
の
貸
金
が
完
全
に
同
収
不
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

立
前
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
回
収
不
可
能
で
あ
る
と
い
う

事
実
が
確
認
立
証
さ
れ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
そ
の
認
容
基
準
の
大
要
を
あ
げ
る
と
。

０
Ｄ
　
債
務
者
が
破
産
、
和
議
、
強
制
執
行
ま
は
た
整
理
の
手
続

　
に
入
り
、
あ
る
い
は
解
散
ま
た
は
事
業
閉
鎖
を
行
う
に
至
っ



　
た
た
め
叉
は
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
で
同
収
の
見
込
の
な
い
場

　
合

四
　
債
務
者
の
死
亡
、
失
腺
、
行
方
不
明
、
刑
の
執
行
そ
の
他

　
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
よ
り
回
収
の
見
込
が
な
く
な
っ
た
場

　
合

ゆ
　
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
、
事
業
再
起
の
見

　
通
し
が
つ
か
な
い
た
め
回
収
の
見
込
の
な
い
場
合

ゆ
　
天
災
事
故
そ
の
他
経
済
事
借
の
急
変
の
た
め
同
収
の
見
込

　
が
な
く
な
っ
た
場
合

伺
　
債
務
者
の
資
力
衷
失
等
の
た
め
債
権
の
放
棄
ま
た
は
免
除

　
を
行
っ
た
場
合

ゆ
　
前
各
号
に
準
ず
る
事
借
が
あ
り
債
権
回
収
の
見
込
の
な
い

　
場
合

　
以
上
の
六
項
目
に
わ
た
る
大
体
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
税
務

上
に
お
い
て
ン
、
の
是
否
認
が
判
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
一
．

四
　
貸
倒
準
備
金
の
繰
入
処
理

（
一
）
　
毎
事
業
年
度
の
限
度
額

　
税
務
会
計
に
１
お
け
る
貸
倒
準
傭
金
の
繰
入
処
理
（
高
尾
）

　
毎
期
の
貸
倒
準
備
金
の
繰
入
限
度
額
は
税
務
上
で
は
、
一
定

の
制
度
を
設
け
こ
の
範
囲
内
の
繰
入
額
に
つ
い
て
の
み
損
金
算

入
を
認
め
セ
い
る
。

　
こ
こ
に
い
う
一
定
の
制
度
と
は
、
す
な
わ
ち
貸
倒
準
備
金
の

繰
入
限
度
の
最
高
限
度
を
決
算
期
末
の
貸
金
の
帳
簿
価
額
の
百

分
の
三
（
自
己
資
本
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
す
る
）
と
な

し
、
こ
の
金
額
に
達
す
る
ま
で
は
認
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
、
し

た
が
っ
て
毎
事
業
年
度
末
に
お
い
て
有
す
る
貸
金
の
帳
簿
価
額

の
会
計
額
の
千
分
の
Ｘ
に
相
当
す
る
金
額
に
、
当
該
事
業
年
度

の
月
数
を
乗
じ
て
こ
れ
を
十
二
分
し
た
金
額
と
、
さ
ら
に
当
該

事
業
年
度
の
所
得
金
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
金
額
と
の

何
れ
か
低
い
方
の
金
額
以
下
の
金
額
を
貸
倒
準
備
金
勘
定
に
繰

入
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
金
額
は
ン
、
の
事
業
年
度
の
所
得

の
計
算
上
こ
れ
を
損
金
に
算
入
す
る
の
ノ
し
あ
る
。
こ
れ
が
算
式

を
示
す
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
蟻
糠
青
隅
ｓ
泣
蝉
（
講
蝉
富
諜
）

　
ｅ
蝋
糠
井
屏
升
鴎
紛
×
ａ
ａ
×
、
－
－
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
０

　
一
心
一
晦
綜
舟
蹄
司
奉
紛
×
ゴ
ｏ
」

　
面
）
鳩
菖
捺
義
紛
整
誹
轟
再
（
－
）
ｄ
叫
一
ミ
〔
汽
ｃ
事
…
叫
芦
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
〇
七
（
二
四
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
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第
二
号
）

　
　
　
紛
鐘
ｅ
ひ
げ
へ
員
芦
苧
禽
サ
斗
ｅ
紛
繭
一

　
右
の
算
式
の
ｏ
り
は
、
貸
金
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
事
業
年
度

期
末
貸
金
と
あ
る
の
は
「
二
、
貸
倒
準
備
金
の
対
象
基
礎
」
で

述
べ
た
金
額
の
合
計
額
に
、
Ｘ
に
は
税
務
上
に
毎
事
業
年
度
の

借
入
額
の
割
引
が
「
業
種
別
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ

の
該
当
す
る
割
合
を
準
用
す
る
の
で
あ
る
。
業
種
別
は
ご
く
簡

単
に
区
分
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
企
業
体
（
法
人
）
が
何
れ

の
業
種
に
該
当
す
る
か
が
明
確
で
な
い
場
合
に
は
「
法
人
税
法

施
行
細
則
第
一
条
の
二
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
事
業
の
区
分
に

準
じ
て
判
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
、

　
な
お
算
式
の
四
は
、
所
得
金
額
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
、
こ

こ
に
「
所
得
金
額
」
と
い
う
の
は
、
法
人
税
法
第
九
条
（
第
三

項
　
　
第
五
項
を
除
外
）
乃
至
第
九
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
計

算
し
た
金
額
を
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
法
人
が

事
業
年
度
に
お
い
て
行
っ
た
寄
附
金
は
全
額
損
金
と
し
、
事
業

年
度
開
始
の
日
前
五
年
以
内
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
お
い
て

生
じ
た
繰
越
欠
損
金
ｏ
控
除
を
し
な
い
前
○
金
額
を
い
う
の
で

あ
る
、

口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
○
八
（
二
四
六
）

　
貸
倒
準
備
金
の
繰
入
限
度
の
計
算
に
お
い
て
は
、
以
上
の
如

く
一
方
の
基
準
が
所
得
金
額
を
基
礎
と
し
て
い
る
か
ら
、
所
得

金
額
（
法
人
税
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
所

得
金
額
）
が
な
く
欠
損
の
事
業
年
度
に
お
い
て
は
繰
入
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
一
定
の
わ
く
以
上

（
超
過
繰
入
額
）
繰
入
損
金
と
し
て
計
上
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
超
過
し
た
部
分
は
損
金
に
算
入
せ
ず
税
務
上
は
利
益
留
保
の

積
立
金
１
と
し
て
扱
わ
れ
否
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、

　
斯
く
し
て
毎
期
貸
倒
準
備
金
勘
定
に
繰
入
れ
て
ゆ
く
と
現
実

に
貸
倒
が
発
生
し
な
い
時
に
は
相
当
な
金
額
が
積
立
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
あ
る
意
味
で
は
、
課
税
所
得
を
軽
滅
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
税
務
上
で
は
毎
期
の
繰
入
隈
度
額
を
定
め
る
と
と

も
に
、
最
高
繰
入
限
度
額
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
、
こ
の
限

度
額
を
超
巡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
超
過
部
分
だ
け
は
利
益
に

戻
し
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、

　
（
二
）
最
高
線
入
隈
度
額

　
税
務
上
の
晦
事
茉
年
度
に
お
け
る
貸
倒
準
備
金
の
繰
入
限
度

額
Ｏ
処
理
は
前
項
Ｏ
如
く
で
あ
る
が
、
無
制
限
に
繰
入
を
認
め



○

る
の
で
は
な
く
、
各
事
莱
年
度
未
に
お
け
る
貸
倒
準
備
金
の
総

額
に
つ
い
て
繰
入
最
高
限
度
を
設
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
最

高
繰
入
限
度
は
毎
事
業
年
度
末
に
お
け
る
貸
倒
準
備
金
が
毎
業

年
度
末
に
お
け
る
貸
金
の
帳
簿
価
格
の
合
計
額
の
百
分
の
三
に

相
当
す
る
金
額
で
、
そ
の
金
額
が
期
末
の
資
本
金
額
、
再
評
価

積
立
金
額
、
額
面
超
過
金
等
の
資
本
積
立
金
額
及
び
期
首
に
お

け
る
利
益
立
積
金
額
の
合
計
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超

え
る
部
分
の
金
額
は
利
益
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ

が
算
式
を
示
す
と
。
・

　
　
顯
酔
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一
Ｈ
溢
封
蹄
甘
紛
十
還
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璃
今
ヨ
威
時
紛

　
　
十
窒
酔
米
こ
謀
戯
時
紛

　
い
ま
最
高
限
度
の
計
算
法
の
算
式
を
示
す
と
。
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ヒ
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甘
げ
、
房
ラ
紛
薗
－
菖
封
鴻
塵
儀
議
紛
三

　
　
税
務
会
計
に
お
け
る
貸
倒
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備
金
の
繰
入
処
理
（
高
尾
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…
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…
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…
：
・
…
：
・
…
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…
…
此
峯
慈
＞
罵
隅
講
一

　
右
に
よ
り
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
の
金
額
の
う
ち
、
何
れ
か
低
い
金
額

と
期
末
に
お
け
る
貸
倒
準
傭
金
と
を
比
較
し
、
期
末
に
お
け
る

貸
倒
準
備
金
が
超
過
す
れ
ば
、
当
期
の
繰
入
は
不
算
入
と
な
り
、

そ
の
超
過
部
分
の
金
額
は
利
益
金
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、

　
（
三
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仮
設
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繰
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限
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｝
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〇
◎
８
６
８
田
…
Ｈ
〉
ド
Ｈ
８
６
８
田

　
こ
の
仮
設
例
題
に
よ
っ
て
算
出
し
た
結
果
、
こ
の
会
杜
の
当

該
決
算
期
に
お
い
て
は
、
貸
倒
準
備
金
の
繰
入
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
る
、
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
会
杜
の
最
高
繰
入
限
度
額
を

一
、
○
○
、
○
○
○
円
も
超
過
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
（
二
四
八
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
す
で
に
繰
入
れ
た
貸
倒
準
備

金
を
逆
に
取
り
崩
し
て
利
益
に
戻
し
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
か
か
る
立
場
か
ら
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
点
は
、

貸
倒
準
備
金
の
繰
入
額
は
ぞ
の
一
つ
の
基
準
が
所
得
金
額
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
本
例
の
如
く
欠
損
の
場
合
に
は
繰
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
さ
ら
に
繰
入
隈
度
額
は
毎

事
業
年
度
ご
と
に
一
定
の
範
囲
が
あ
る
の
で
、
か
り
に
前
事
業

年
度
に
お
い
て
繰
入
不
足
額
が
あ
っ
て
も
次
の
業
事
年
度
で
そ

の
不
足
分
を
あ
わ
せ
て
繰
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。


